郡山市未来に続くみんなのまちづくり補助金交付事業　　　　申請チェックリスト

申請団体名

【事前ヒアリング用（申請者・市担当者共通）】　　　　　　　　　　　　□にチェックを入れてください
	項目
	詳細
	申請者
	市担当者

	
	
	
	主
	副

	団体要件
	団体の種類　町内会・自治会／ＮＰＯ法人／任意団体
　　　　　　その他（　　　　　　　　　　　　　　）
	□
	□
	□

	
	5人以上で組織されている
	□
	□
	□

	
	規約または定款等がある
	□
	□
	□

	
	郡山市内で、または、郡山市民を対象に公益的な活動をしている
※公益的な活動……自主的かつ自発的に行う、不特定多数の者の利益の増進に寄与することを目的とする活動
	□
	□
	□

	
	自主的・自発的に、同一の目的をもって継続的に活動をしている
	□
	□
	□

	
	郡山市市民活動サポートセンターに登録している
	□
	□
	□

	申請する活動の趣旨
（右欄のいずれか一つ以上に該当すること）
	(1)地域の魅力を高めるために、新しく始める活動や、今の取り組みを広げ・充実させる活動である
	□
	□
	□

	
	具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	―
	―
	―

	
	(2)市民活動団体、その他団体が連携し、地域づくりについて協議し、主体的に課題解決を図るための場（＝地域協働のプラットフォーム）を形成する活動である
	□
	□
	□

	
	具体的な課題、連携する団体等
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	―
	―
	―

	不特定多数の者の利益
	特定の個人や組織のみを対象とした活動ではない
	□
	□
	□

	
	団体構成員相互の共益又は親睦のための活動ではない
	□
	□
	□

	
	受益者が限定的な活動ではない
	□
	□
	□

	その他要件
	法人の市税等の滞納がない。（任意団体においては代表者）
	□
	□
	□

	
	風俗営業を行っていない
	□
	□
	□

	
	暴力団等反社会的勢力でない
	□
	□
	□

	
	政治活動、宗教活動、営利活動を伴うものではない
	□
	□
	□

	
	この補助金以外の補助金・助成金の対象経費と重複していない
	□
	□
	□

	
	当該年度内に開始し、当該年度内に完了する活動である
	□
	□
	□

	
	1回限りでなく、今後も継続して行う活動である
	□
	□
	□





申請書類チェックシート（申請者・市担当者共通）
すべての書類について、訂正がある場合は二重線を引き、正しく記入すること。
※修正液、修正テープは使用してないでください。
項目、詳細を確認し□にチェックを入れてください。
	項目
	詳細
	申請者
	市担当者

	
	
	
	主
	副

	１　補助金等交付申請書
	□
	□
	□

	様式
	指定された様式を使用しているか（第1号様式）
	□
	□
	□

	申請日
	事業に着手する前の日付になっているか
	□
	□
	□

	申請者
	団体代表者の職氏名、押印があるか
（ただし自署の場合は押印不要）
	□
	□
	□

	総事業費
・交付申請額
	収支予算書と一致しているか
	□
	□
	□

	事業の目的
	現状や課題、目的、その活動により何を目指すのか分かりやすく記載しているか
	□
	□
	□

	
	活動計画書と内容が整合しているか（完全一致させる必要はない）
	□
	□
	□

	事業の内容
	具体的な時期、内容、場所、人数（規模）などを分かりやすく記載しているか
	□
	□
	□

	着手日
	着手日は、審査期間（申請受理から約２週間）を考慮して設定しているか
	□
	□
	□

	完了予定日
	年度内に完了する見込みになっているか
	□
	□
	□

	２　収支予算書　
	□
	□
	□

	様式
	市の指定する様式を使用しているか
	□
	□
	□

	支出の区分
	区分は要綱別表第1と整合しているか
	□
	□
	□

	　　　内訳
	内訳欄には主な内容、積算式を記載しているか
	□
	□
	□

	補助対象額
（上限額）
	旅費、食糧費、備品購入費については限度額を超えていないか
要綱別表第2
	経費区分
	限度額

	２　旅費
	研修旅費は、原則１回、１人当たり20,000円、補助対象経費総額の２分の１の額

	４　食糧費
	団体構成員の会議時茶菓代は、会議１回につき１人当たり200円

	８　備品購入費
	活動の実施に必要な備品購入費は、補助対象経費総額の２分の１の額



	□
	□
	□

	単価
	一般的な単価と比べて著しく高額ではないか
	□
	□
	□

	見積書
	20万円以上かかる経費は、２者からの見積書をとっているか
	□
	□
	□

	　　　補助対象額
(対象外経費)
	補助対象外となる経費を計上していないか（運用基準）
対象外：事務所の家賃や光熱水費、加入団体への会費や会員への郵送費など経常的な経費、団体の構成員に対する人件費や謝礼、パソコンやカメラなど申請事業以外にも使用可能な汎用性の高いものなど
	□
	□
	□

	　　　収入の部
市補助金
	補助金額は事業費総額の2分の1以内、上限20万円、1,000円以下を切り捨てた額になっているか
	□
	□
	□

	　　　全体
	活動内容に照らし適正規模の予算になっているか（過大・過小でないか）
	□
	□
	□

	
	収入額の合計と支出額の合計が一致しているか
	□
	□
	□

	３　事業計画書
	□
	□
	□

	事業期間
	交付申請書の「着手日、完了予定日」と一致しているか
	□
	□
	□

	事業を実施する理由と目標
	地域の現状、課題が分かりやすく記載されているか
	□
	□
	□

	
	活動によって地域がどのようになることを目指すのかが分かりやすく記載されているか
	□
	□
	□

	
	新たな視点や工夫が盛り込まれているか
	□
	□
	□

	　　　事業内容
	対象者、実施時期、場所、方法などが分かりやすく記載されているか。
	□
	□
	□

	実施内容（年間）
	年間の活動計画は適正に立てているか
	□
	□
	□

	事業費費
	収支予算書と整合しているか
	□
	□
	□

	
	（前年度もこの補助金を受けている場合）
補助金依存率が前年より低くなっているか

	□
	□
	□

	補助金を要望して実施する年度の事業計画
	翌年度、補助金終了年度以降の活動の継続性があるか
	□
	□
	□

	
	他団体との連携・協力などの考えが盛り込まれているか
	□
	□
	□

	
	自主財源の確保など、資金調達のための考えが盛り込まれているか
	□
	□
	□

	(1)まちづくりへの効果
	まちづくりにどのような効果があるか分かりやすく記載されているか
	□
	□
	□

	(2)前年度に行った事業の効果と課題
	（前年度もこの補助金を受けている場合）
新たな視点での取り組みや課題に対する改善が明確に記載されているか
	□
	□
	□

	(3)前年度より発展的な部分
	（前年度もこの補助金を受けている場合）
これまでの活動より拡充した部分、発展性が明確に記載されているか
	□
	□
	□

	目標の達成度を把握するための活動指標
	事業によるサービスの提供量や活動の量、事業の実績や活動結果をあらわす指標を設定しているか
	□
	□
	□

	活動指標の数値
	数値の設定は適正か
	□
	□
	□

	目標の達成度を把握するための成果指標
	事業を実施した結果どうなったか、成果を測れる指標を設定しているか
	□
	□
	□

	成果指標の数値
	数値の設定は適正か
	□
	□
	□

	４　同意書兼誓約書
	□
	□
	□

	５　規約、定款等の写し
	□
	□
	□

	６　会員名簿
	□
	□
	□

	７　補助金振込口座の通帳の写し
	□
	□
	□

	８　20万円以上の経費は、２者からの見積書
※2者から見積書を徴取できない場合は、理由書を提出
	□
	□
	□

	９　その他参考資料（これまでの活動状況が分かる資料）
	□
	□
	□




